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B03b SGR1806-20巨大フレア initial spikeの擬周期性
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GEOTAIL衛星 LEP観測器により得られた SGR1806-20巨大フレアの光度曲線 (600ms間)によれば、開始か
ら 170msほど続いた initial spikeはいくつかの humpから構成されていた。この initial spikeの構造を探ること
は、巨大フレアにおけるエネルギー解放機構の手がかりを得る上で重要であると考えられる。
今回、我々はMEM法 (自己回帰モデル)を用いた周期解析により initial spikeに周期 20msほどの擬周期性を
見いだした。(Nature論文で指摘した 60msほどで繰り返すエネルギー注入は 20msの基本周期に 3倍周期の変動
が重畳していたとして解釈できる。) 興味深いことに、同じ手法を巨大フレア開始後 400-500msの late hump構
造 (GEOTAILと Swiftにより確認)に適用したところ、ほぼ同じ周期の擬周期性を見いだした。もし、これらが
本物であるとすれば、1979年の SGR0526-66の巨大フレアの initial spikeにおける周期 23msの擬周期性 (Barat
et al., 1983))と類似しており、マグネターに共通する擬周期性の存在を示唆するのかも知れない。講演では、そ
の後の擬周期性の有意性 checkの結果とならび、種々の周期の可能性 (中性子星の振動モード、磁気圏の磁力線振
動など)を検討した結果を述べる。


